
 

     

       平成２３年 ６月１４日 

日本原子力発電株式会社 
 

東海第二発電所および敦賀発電所における 
福島第一原子力発電所事故を踏まえた 

シビアアクシデントへの対応に関する措置の実施について 
 
当社は、平成２３年３月３０日付の経済産業大臣からの福島第一・第二原子力発電所事故を踏ま

えた緊急安全対策の実施指示に基づき、津波により３つの機能（※）を喪失した場合の緊急安全

対策について取りまとめ、経済産業大臣に報告しました。その後、５月１１日に、原子力安全・

保安院より、東海第二発電所および敦賀発電所における緊急安全対策の実施状況については「妥

当なものと評価する」との評価結果をいただきました。 
（４月２２日、５月１１日お知らせ済み） 

※ ３つの機能：交流電源を供給する全ての設備の機能、海水を使用して原子炉施設を冷却する全ての設備の機能

および使用済燃料貯蔵プール等を冷却する全ての設備の機能 

 
 その後、６月７日付の経済産業大臣指示「平成２３年福島第一原子力発電所事故を踏まえた他

の原子力発電所におけるシビアアクシデントへの対応に関する措置の実施について（指示）」に

より、以下の項目についての実施状況を報告するよう求められたことを受け、本日、当社におけ

る実施状況について原子力安全・保安院に報告しました。  
 
《経済産業大臣からの指示事項》 

① 中央制御室の作業環境の確保 

② 緊急時における発電所構内通信手段の確保 

③ 高線量対応防護服等の資機材の確保及び放射線管理のための体制の整備 

④ 水素爆発防止対策 

⑤ がれき撤去用重機の配備 

 
 当社といたしましては、引き続き、安全向上対策を着実に実施していくとともに、今後も、新

たな知見が得られた場合は迅速かつ的確に対策を追加し、原子力発電所の安全確保に万全を期し

てまいります。 
  

添付資料 

・シビアアクシデントへの対応に関する措置に係る実施状況 

 

以 上 
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シビアアクシデントへの対応に関する措置に係る実施状況 

 原子力安全・保安院からの指示内容 対応方策 実施完了予定 

① 

中央制御室の作業環境の確保 

 

緊急時において、放射線防護等により中央制御室

の作業環境を確保するため、全ての交流電源が喪失

したときにおいても、電源車による電力供給により

中央制御室の非常用換気空調系設備（再循環系）を

運転可能とする措置を講じること。 

（以下、図－1参照） 

・全交流電源喪失時に配備済の電源車からの給電により中央制御室空調設備を閉

回路循環で運転する手順書を整備した。 

【東海・敦賀】 

H23 年 6 月済 

（以下、図－２参照） 

・中央制御室、現場各所（管理区域含む）に専用通信線を敷設し、簡易通話装置

（乾電池駆動）を新たに配備する。                 

【東海】配備済 

【敦賀】H23 年 6 月 
② 

緊急時における発電所構内通信手段の確保 
 

緊急時において、発電所構内作業の円滑化を図る

ため、全ての交流電源が喪失したときにおける確実

な発電所構内の通信手段を確保するための措置を講

じること。 

・津波による浸水を考慮し、構内 PHS 交換機を高所等へ移設する。構内 PHS への

電源については、常用系統以外に非常時には非常用の発電機からも供給する。

【東海】H24 年 5 月 

【敦賀】H23 年 12 月 

（以下、図－３参照） 

・高線量対応防護服を各発電所に 10 着配備する。 

                         

【東海・敦賀】 

H23 年 7 月 

③ 

高線量対応防護服等の資機材の確保及び放

射線管理のための体制の整備 
 

緊急時において、作業員の放射線防護及び放射線

管理を確実なものとするため、事業者間における相

互融通を含めた高線量対応防護服、個人線量計等の

資機材を確保するための措置を講じるとともに、緊

急時に放射線管理を行うことができる要員を拡充で

きる体制を整備すること。 

・高線量対応防護服および個人線量計といった、資機材について、必要に応じ原

子力事業者間で相互に融通しあうことを確認した。             

・緊急時においては、放射線管理要員以外の要員が、放射線管理要員を助勢する

仕組みを整備した。 

【東海・敦賀】 

H23 年 6 月済 

（以下、図－４参照） 

・原子炉建屋への穴あけ作業ができるよう資機材の準備と、作業手順を整備した。

【東海・敦賀 1号】 

H23 年 6 月済 

・原子炉建屋の頂部へ穴を開けて、ベント装置（取外し可能な閉止板等）を設置

する。                      

【東海】H23 年 11 月 

【敦賀 1 号】H24 年 2 月 

・格納容器から漏えいした水素が原子炉建屋に蓄積した場合に、水素濃度の確認

が可能なように水素検出器を設置する。             

【東海】H25 年度 

【敦賀 1 号】H24 年度 

・格納容器からアニュラスに漏えいしてきた水素をアニュラス排気設備により放

出する運転手順を整備した。                  

【敦賀 2 号】 

H23 年 6 月済 

④ 

水素爆発防止対策 

 

炉心損傷等により生じる水素の爆発による施設の

破壊を防止するため、緊急時において炉心損傷等に

より生じる水素が原子炉建屋等に多量に滞留するこ

とを防止するための措置を講じること。 

 

 

 
・触媒式水素再結合装置を設置し、格納容器内の水素濃度を低減する。     【敦賀 2 号】H25 年 6 月 

（以下、図－５参照） 

・ホイールローダ 1台を津波の影響を受けない高所に配備した。 

 

【東海】H23 年 4 月済 

【敦賀】H23 年 4 月済 ⑤ 

がれき撤去用の重機の配備 

 

緊急時における構内作業の迅速化を図るため、ホ

イールローダ等の重機を配備するなどの津波等によ

り生じたがれきを迅速に撤去することができるため

の措置を講じること。 ・今後、更に追加配備する。 
【東海・敦賀】 

H23 年 9 月 
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①中央制御室の作業環境の確保 
 

○中央制御室にて高放射線が検知された場合等に，中央制御室非常用循環ファンが自動起動

し，ダンパが切り替ることにより中央制御室の空調は閉回路循環運転となり，フィルタを

通すことで浄化されるが，全ての交流電源が喪失すると，非常用循環ファン等が使用でき

ないため，徐々に居住性が失われる。このため，全交流電源喪失時に配備済みの電源車か

らの給電により中央制御室空調設備を閉回路循環で運転する手順を整備した。 

 （平成２３年６月完了） 

 

【東海第二発電所（ＢＷＲ）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【敦賀発電所１号機（ＢＷＲ）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【敦賀発電所２号機（ＰＷＲ）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

図－１ 



 

 

②緊急時における発電所構内通信手段の確保 
 

○敦賀発電所については，今後，中央制御室，現場各所（管理区域含む）に専用通信線を敷

設し，簡易通話装置（乾電池駆動）を新たに配備する（平成２３年６月末頃に完了予定）。

なお、東海第二発電所については，中央制御室と現場各所をつなぐ通信線が敷設されてお

り，簡易通話装置（乾電池駆動）による通信が当初より可能である。 

○津波による浸水を考慮し，構内ＰＨＳ交換機を高所等へ移設する。この移設にあわせて，

構内ＰＨＳへの電源については，常用系統以外に非常時には非常用の発電機からも供給す

る。（東海第二発電所は平成２４年５月頃に完了予定，敦賀発電所は平成２３年１２月頃

に完了予定） 

 

○既に配備済みのトランシーバー等 

  【東海第二発電所の例】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○緊急時における発電所構内通信手段の確保イメージ 

 【敦賀発電所の例】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２ 

トランシーバー 衛星携帯電話 簡易通話装置 

 



 

 

③高線量対応防護服等の資機材の確保 
及び放射線管理のための体制の整備 

 
○事故時における高線量区域での作業のため，高線量対応防護服（タングステン入り）を各

発電所に１０着配備する。（平成２３年７月末頃に完了予定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○高線量対応防護服及び個人線量計といった，現在，提供資機材リストに定められていない

資機材についても，必要に応じ原子力事業者間で相互に融通しあうことを協定に準ずる文

書による申し合わせで確認した。（平成２３年６月完了） 

 

 

○緊急時においては，放射線管理要員以外の要員が，線量計貸し出しやデータ入力などの業

務を行い，放射線管理要員を助勢する仕組みを整備した。（平成２３年６月完了） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－３ 

【放射線管理要員】 【放射線管理要員以外】 

助勢 
優先的業務（例） 

・作業員被ばく低減 

・放射線環境測定 

助勢業務（例） 

・線量計貸し出し 

・被ばく線量のパソコン入力 

・資機材調達 

○遮へいベスト 

○重量：約１８ｋｇ 

○遮へい能力：約２０％ 

（カタログ値） 高線量対応防護服等の資機材について，原子

力事業者間で相互に融通することを確認。 

 

 

 



 

 

水素ベント装置の設置 

（設置位置は今後検討）

建屋内水素検知器の設置

（設置位置は今後検討）

東海第二 敦賀１号機 

④水素爆発防止対策 
 

【東海第二発電所，敦賀発電所１号機（ＢＷＲ）】 

○原子炉建屋への穴あけ作業に必要な資機材を準備するとともに，作業手順を整備した。 

                   （平成２３年６月完了） 

○原子炉建屋の頂部へ穴を開けて，水素ベント装置（取外し可能な閉止板等）を設置する。 

 （東海第二発電所は平成２３年１１月頃に完了予定，敦賀発電所１号機は平成２４年２月

頃に完了予定） 

○格納容器から漏えいした水素が原子炉建屋に蓄積した場合に，水素濃度の確認が可能なよ

うに水素検知器を設置する。（東海第二発電所は平成２５年度に完了予定，敦賀発電所１

号機は平成２４年度に完了予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【敦賀発電所２号機（ＰＷＲ）】 

○格納容器からアニュラスに漏えいしてきた水素をアニュラス排気設備にて放出する運転手

順を整備した。（平成２３年６月完了） 

○電源を必要としない触媒式水素再結合装置を設置し，格納容器内の水素濃度を低減する。

（平成２５年６月頃に完了予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 

触媒式水素再結合装置の

格納容器内への設置 

（設置位置は今後検討）

アニュラス排気設備への

電力供給 

（水素漏えい時の排出）

 

 



 

 

⑤がれき撤去用の重機の配備 
 

○津波発生後，アクセス道路に散乱するがれき類を除去するため，各発電所にホイールロー

ダを１台配備した。 

  東海第二発電所：平成２３年４月配備済み 

  敦賀発電所  ：平成２３年４月配備済み 

○津波の影響を受けない高所に配備した。 

  東海第二発電所：ＥＬ約２０．６ｍ 構外グランド 

  敦賀発電所  ：ＥＬ約２２．５ｍ 敦賀原子力館敷地 

○がれき撤去を迅速に行うため，各発電所にホイールローダを追加配備する。 

 （平成２３年９月末頃完了予定） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ 

仕様 

 コベルコ ＬＫ４０Ｚ－３ 

 全 長 約４．０ｍ 

 全 幅 約１．５ｍ 

 高 さ 約２．５ｍ 

  重 量 約２．６ｔ 

 掘起力 ２，８３０ｋｇｆ 

 最大牽引力 ２，６００ｋｇｆ 

 バケット容量 ０．４ｍ３ 

 常用荷重 ７００ｋｇｆ 

仕様 

 クボタ Ｒ３３０ 

 全 長 約３．３ｍ 

 全 幅 約１．３ｍ 

 高 さ 約２．５ｍ   

  重 量 約１．６ｔ 

 掘起力 ２，２８０ｋｇｆ 

 最大牽引力 １，６００ｋｇｆ 

 バケット容量 ０．２６ｍ３ 

 常用荷重 ４００ｋｇｆ 

【ホイールローダ（東海第二発電所）】 

【ホイールローダ（敦賀発電所）】 

【ホイールローダへの燃料供給方法】 

 燃料タンクの軽油をドラム缶に受けた後，ホイールローダに補給。

燃料タンク 

ドラム缶 

東 海 第 二 発 電 所  敦 賀 発 電 所 

ＤＧ燃料貯蔵タンク 

（１基） 
約６５０ｋ㍑  

２号機補助ボイラ燃料タンク

（１基） 

約２００～ 

４００ｋ㍑ 

   
１号機ＤＧ燃料貯蔵タンク 

（２基） 
約１２０ｋ㍑／基 

   
２号機ＤＧ燃料貯蔵タンク 

（２基） 
約２３０ｋ㍑／基 

 

 


	図－４

